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医学部

島医者・山医者・里医者育成プロジェクト

教育における特色

医学教育企画室（ポストコロナ事業）特命教授金城　紀与史

　沖縄県には離島が多数あり、 海で隔てられています。
医療者には 守備範囲の広さと緊急性の判断力が求めら
れます。

１．総合診療能力
　離島や僻地の医療機関では大病院のように色々な専
門科が必ずしも揃わないこともあります。小規模な離島で
は診療所に医師一人、看護師一人、事務員一人という体
制のところもあります。患者さんの話を聞いて診断をつけ、
自分で対応できる範疇であれば治療し、専門家に紹介し
たほうがよい場合には適切に紹介する必要があります。
陸続きでない分、まず最初にみるという、守備範囲の広さ
が期待されるのです。

2．緊急性の判断
　場合によっては、重症な患者さんを緊急で搬送しなけ
ればいけないこともあります。CT検査などがない状況で
も、患者さんの状態を見て判断します。病歴と診察 （たと
えば血圧や脈拍、意識状態など）が判断材料として最も
重要であり、基本的な診察能力をきちんと身につける必
要があります。

3．他職種との協働
　地域医療の現場では、様々な人々が地域の情報を教
えてくれます。その地域のエキスパートである彼らと協
働します。訪問診療や、学校や高齢者施設に出向いて健
康増進や予防について働きかけるのも重要な仕事です。
顔の見えるコミュニティーで、個々の患者さんの生活に
密着した医療を実践することができるのが地域医療の
醍醐味です。

４．琉球大学の地域医療教育
　令和4年度から琉球大学は文部科学省の「ポストコロ
ナ時代の医療人材養成拠点形成事業」の補助を受けて
新しいカリキュラムを始めました。低学年では上記1～3を
意識しながらグループワークやシミュレーションの手法を
取り入れた授業を行います。高学年になると、離島や北部
地区、連携校の佐賀大学で実習をすることで様々な地域
や現場での医療の姿を実地経験します。
「島医者・山医者・里医者」の魅力を伝えることで、沖縄
県の地域医療に貢献する若者が増えることを期待してい
ます。

佐賀大学で臨床実習する琉大生と佐賀大生

腹痛をテーマとした授業で超音波を練習

佐賀大学教員によるプライマリケア演習

ハワイ大学教員によるPBLワークショップ

4 社会貢献・国際交流

大学院医学研究科

沖縄県民の健康づくりへの貢献

社会貢献

公衆衛生学・疫学講座　教授中村　幸志

　公衆衛生学は「共同社会の組織的な努力を通して、疾
病を予防し、寿命を延長し、身体的・精神的機能の増進を
はかる科学・技術（Winslow CEA）」です。医学のなかで
は社会医学に分類されます。当講座は、医学部医学科教
育においては広く公衆衛生学全般を教授していますが、
専門性を持って取り組む研究、大学院教育および社会活
動においては生活習慣病対策（主に予防）を主軸に据え
ています。このため、肥満や多量飲酒などを基盤とする生
活習慣病に対処し、健康長寿県の復活を目指す沖縄県
内の公衆衛生に関わる諸機関の取り組みと私どもの専
門領域が重なり、私どもに参画するようにお声掛けいた
だいています。
　沖縄県保健医療介護部健康長寿課が推進する「健康
おきなわ21」という「県民の健康長寿と生きがいに満ち
た豊かな人生」の実現のための県民健康づくり運動に関
する会議に医師会などの職能団体の代表者、公衆衛生
関係組織の代表者などとともに参画し、それぞれの立場
で沖縄県の公衆衛生向上について考え、県行政に意見
を出し合っています。市町村レベルでは、沖縄市健康福祉
部市民健康課が推進する「健康・食育おきなわシティ21」
という「ともに生きる心が広がり、いきいきと暮らせるま
ち」の実現に関する会議にて、職能団体の代表者、公衆衛
生関係組織の代表者、市民の生活に関わる団体の代表
者、一般市民の代表者などのさまざまな方 と々ともに同市
が取り組むべき施策や進むべき方向性などについて考
え、市行政に意見を出し合っています（図1）。このような
活動にて当講座は科学的な視点を重視した具申に努め
ています。
　当講座は疫学という人の健康に関するデータサイエン
スを得意とし、このアプローチで研究を展開しています。
例えば、全国健康保険協会（協会けんぽ）沖縄支部から
委託され、県内の民間中小規模事業所の健康診断など
のデータを活用し、健康関連問題の実態を数値化して情

報発信しています（図2）。このような研究と社会貢献を兼
ねた活動も当講座の特色です。
　一般的に医学というと「医療機関での病んだ個人の治
療」が想起されますが、医学のなかにも本稿で紹介した領
域があり、これに取り組む講座および医師が存在するこ
とをご理解いただければ幸いです。

図1. 「健康・食育おきなわシティ21」答申書の手交式（左側が筆者、沖
縄市健康食育推進会議会長として、於沖縄市役所）

図2. 協会けんぽ受託研究の成果の一部（職域健康診断で新規に高血
圧を見出された者の医療機関受診率）
循環器系疾患予防のために沖縄県働き盛り世代の高血圧者を医療に
つなげる方策が必要であることを示唆しています。
（Kudaka S, et al. Hypertens Res 2025;48:168-179）
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4 社会貢献・国際交流 ギャラリー I n t e r n a t i o n a l  E x c h a n g e G a l l e r y

国際交流

　沖縄に位置する唯一の医学部は設立以来、アジア・太
平洋地域との国際連携や国際協力を展開してきました。
1992年に開始された東南アジアのラオス国への日本国
政府開発援助のなかでの始めの技術協力プロジェクトと
してJICAプライマリーヘルスケアプロジェクトに参画し、
大鶴初代医学部長の牽引のもと多くの教員が参加しまし
た。ラオス国への支援は違った形で受け継がれており、現
在ではJICA草の根プロジェクトとして貧困へき地の少数
民族を対象とした母子保健プロジェクトの実施や、マラリ
ア寄生虫に関する大型研究プロジェクトへの参画に発展
しています。多くの大学院生や学部生がプロジェクトを訪
問し、研究を実施し世界に開かれた視野をもつ保健医療
人としての経験を積んでいます。
　また太平洋に位置する島嶼から形成されている沖縄は、
太平洋に位置する他の島嶼と類似した保健課題をもって
います。保健学研究科は琉球大学が推進する島嶼科学の
一環としてアイランドヘルスを主体とした研究を推進し、
多くの島嶼から形成されているフィリピン、インドネシアの
大学との共同研究や教育連携に成果を収めてきました。

また2018年度に採択された文部科学省「大学の世界展
開力強化事業」に参画し、グアム大学やマーシャル諸島
共和国、ミクロネシア共和国、パラオの保健医療短期大
学と連携し遠隔教育の強化と共同研究を実施しました。
医学科ではハワイ大学や台北医科大学において短期の
研究と臨床の実施を行っています。これは国際水準を満
たした医学教育の導入を盛り込んだ一貫として行われて
います。平成29年には国際認証を受けています。
　保健学研究科は外間・高倉前研究科長が英語による
大学院教育を開始し、これが発展して2021年に沖縄県内
では唯一JICA開発大学院連携に登録されました。これに
よってアジア太平洋だけでなく、アフリカ・南アジア各国
から多くの留学生を受け入れるに至っています。また琉球
大学とJICA沖縄の包括協定のもと、保健分野の課題別研
修を低中所得国の行政官を対象に年間8本以上継続的
に実施してきています。これは沖縄が成果を収めてきた、
熱帯病の制圧や島嶼地域での公衆衛生・母子保健の歴
史を紹介し、研究科の所属する大学院生を含めて参加者
が相互に学ぶ内容となっています。

保健学科

アジア太平洋とつながる保健医療

母子看護学講座　国際地域保健学分野　教授小林　潤

フィリピンでの保健学科学部生の卒業研究

教育棟 （ホスピタルアベニュー側） がじゅまるカフェ付近

西側 （キャンパスアベニュー）からのキャンパス風景

講義室 （一例） 手術室（病院）
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